
�

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

ア
台
風
９
号
上
陸
の
際
に
初
め
て

市
内
の
一
部
地
域
に
避
難
準
備
情
報

が
発
令
さ
れ
た
。
該
当
地
域
の
住
民

へ
の
情
報
の
周
知
、
避
難
の
受
入
れ

体
制
は
万
全
で
あ
っ
た
か
。
イ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
情
報
は
改
善
が
必

要
で
は
な
い
か
。「
避
難
準
備
情

報
」「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」
と

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
の
持
つ
意
味
を
多

く
の
市
民
は
知
ら
な
い
。
ウ
８
割
の

職
員
が
救
命
技
能
講
習
を
受
講
さ
れ

て
い
る
。
更
な
る
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
に
職
員
の
防
災
士
講
習
受
講

を
進
め
な
い
か
。

総
務
部
長　

ア
台
風
上
陸
に
伴
い
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
急
傾
斜
地
、
倒
壊
危
険

箇
所
に
避
難
準
備
情
報
を
発
令
し
た
。

防
災
行
政
無
線
、
広
報
車
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
等
で

情
報
提
供
を
行
っ
た
。
同
時
に
東
町

友
愛
会
館
、
貫
井
南
町
三
楽
集
会
所

に
避
難
所
を
開
設
し
た
。
イ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
用
語
の
説
明
も
総
合
的

�

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

❶
不
妊
に
悩
む
方
々
の
思
い
に
は

深
い
も
の
が
あ
る
。
不
妊
治
療
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
高

額
な
医
療
費
の
か
か
る
配
偶
者
間
の

不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
な
い
か
。
ア
市
の
現
在
の
状

況
把
握
は
。
イ
今
後
の
見
通
し
は
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
都
が
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
制
度
の
下
で
実
施
し

て
お
り
、
国
の
制
度
に
合
わ
せ
て
拡

充
が
な
さ
れ
て
い
る
。
市
独
自
で
は

行
っ
て
い
な
い
。
イ
不
妊
治
療
を
お

考
え
の
方
に
対
す
る
適
切
な
情
報
提

供
に
努
め
て
い
く
。

�

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
小
金
井
）

❶
小
金
井
市
の
震
災
対
応
に
つ
い

て
問
う
。
ア
市
職
員
へ
の
防
災
訓
練

と
、
発
災
直
後
の
連
絡
網
の
状
況
は
。

イ
災
害
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。
ウ
市
内
業
者
等
と
の

災
害
協
定
の
締
結
状
況
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

ア
災
害
講
習
会
や
避

難
所
設
営
訓
練
を
実
施
。
連
絡
網
は

既
存
の
取
決
め
に
加
え
、
参
集
シ
ス

�

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選
後

の
現
状
と
、
欠
員
が
生
じ
る
根
本
原

因
、
今
後
の
対
応
は
。
色
々
と
課
題

が
あ
る
が
、
研
究
し
て
支
援
し
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

今
回
の
一
斉
改

選
で
、
定
年
退
任
者
11
人
、
再
任
辞

退
者
10
人
、
欠
員
12
人
の
計
33
人
の

候
補
者
を
探
す
中
、
定
数
84
人
に
対

し
、
新
任
・
再
任
候
補
者
が
合
計
62

に
検
討
し
、
分
か
り
や
す
く
迅
速
に

周
知
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き

た
い
。

市
長　

ウ
現
時
点
で
は
意
欲
的
、

自
発
的
に
取
り
組
む
職
員
が
現
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
が
、
今
後
に
つ

い
て
は
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱

の
改
善
を
求
め
る
た
め
の
質
問
を
し

ま
し
た
。

市
長　

イ
市

の
取
組
が
現
状

よ
り
も
前
進
す

る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

❷
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
を
市
施
設
に

整
備
し
な
い
か
。

企
画
財
政
部

長　

都
の
方
針

テ
ム
の
導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

イ
市
本
部
設
置
基
準
に
基
づ
き
設
置

す
る
。
発
災
時
は
一
刻
も
早
い
設
置

に
努
め
る
。
ウ
私
立
の
学
校
や
事
業

者
と
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
８
月
に
は
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協
会
多
摩
支
部
と
協
定
を

締
結
し
、
輸
送
体
制
強
化
を
図
っ
た
。

❷
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
で
は
、

運
動
会
を
市
内
小
学
校
の
校
庭
で
持

ち
回
り
開
催
し
て
い
る
。
学
童
保
育

所
児
童
数
の
増
加
と
共
に
、
保
護
者

を
含
む
運
動
会
来
場
者
数
は
増
加
が

予
想
さ
れ
る
。
上
水
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
会
場
と
し
て
使
用
し
、
準
備
等

の
保
護
者
負
担
を
軽
減
で
き
な
い
か
。

児
童
青
少
年
担
当
部
長　

来
場
者

の
増
大
は
把
握
し
て
い
る
。
今
後
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
日
程
確
定
後
、

生
涯
学
習
課
の
許
可
を
得
て
予
約
可

能
日
時
を
周
知
す
る
こ
と
は
可
能
。

■
そ
の
他
、
ほ
ん
ち
ょ
う
学
童
の
施

設
問
題
と
、
小
金
井
市
の
魅
力
で
あ

る
「
野
川
と
は
け
」
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

人
と
な
り
、
22
人
の
欠
員
が
生
じ
る

見
込
み
。
欠
員
の
要
因
は
、
就
労
環

境
の
変
化
に
よ
り
50
代
か
ら
60
代
で

就
業
さ
れ
て
い
る
方
が
増
え
て
い
る
、

活
動
し
て
い
た
だ
く
年
代
の
多
く
が

親
族
の
介
護
等
で
活
動
時
間
の
確
保

が
困
難
、
仕
事
が
非
常
に
大
変
で
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
が
な
く
な
る
こ
と
や
家

族
を
巻
き
込
む
等
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
の
３
点
。
今
後
は
、
人
格
と
識

見
が
共
に
高
く
、
生
活
経
験
が
豊
富

等
の
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
現
役
の
方
や
Ｏ

Ｂ
の
方
の
ご
紹
介
や
同
行
訪
問
を
中

心
に
町
会
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
く
等
、

年
間
を
通
じ
て
勧
誘
活
動
を
行
う
。

ま
た
、
紹
介
チ
ラ
シ
や
同
行
訪
問
で
、

や
り
が
い
、
自
己
啓
発
等
プ
ラ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
更
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
地

道
な
活
動
を
継
続
し
、
近
隣
他
市
等

と
の
情
報
交
換
で
効
果
的
な
方
策
が

あ
れ
ば
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
。

■
そ
の
他
、
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
品
回
収
、
は
け
の
森
美
術
館
運
営

等
に
つ
い
て
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。
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一 般 質 問

適
切
な
保
護
費
と
自
立
の
ご
相
談

�

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

平
成
27
年
度
の
生
活
保
護
支
給
実

績
は
千
381
世
帯
、
約
30
億
５
千
800
万

円
、
市
の
負
担
は
こ
の
約
４
分
の
１

で
あ
る
。
食
費
や
光
熱
水
費
等
の
生

活
費
は
１
世
帯
当
た
り
年
間
約
73
万

円
、
家
賃
等
の
住
宅
費
は
１
世
帯
当

た
り
年
間
約
60
万
円
、
医
療
扶
助
費

は
受
給
者
１
人
当
た
り
年
間
約
110
万

円
で
あ
る
。
単
純
に
医
療
費
は
１
世

帯
１
人
と
仮
定
す
る
と
、
１
世
帯
当

た
り
年
間
約
240
万
円
の
支
給
と
推
計

で
き
、
生
活
保
護
費
は
上
昇
傾
向
に

あ
る
。
ア
支
給
額
決
定
の
方
法
は
。

イ
生
活
保
護
費
の
削
減
策
は
。
ウ
担

当
課
の
職
員
体
制
の
現
状
は
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
申
請
さ
れ
る

と
、
資
産
や
収
入
、
世
帯
の
構
成
人

員
等
を
調
査
し
、
状
況
に
応
じ
て
国

基
準
に
よ
り
決
定
す
る
。
医
療
扶
助

費
に
つ
い
て
は
、
国
保
等
と
は
切
り

離
し
、
全
額
生
活
保
護
費
で
支
給
す

る
。
イ
26
市
中
で
は
22
番
目
と
低
い

数
値
だ
が
、
保
護
世
帯
は
高
齢
者
、

傷
病
者
・
障
が
い
者
世
帯
が
多
く
、

微
増
傾
向
で
あ
る
。
就
労
支
援
員
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
る
就

労
支
援
、
年
金
受
給
権
等
の
確
認
、

健
康
維
持
促
進
に
よ
る
医
療
費
抑
制

に
よ
り
、
生
活
保
護
費
の
削
減
に
努

め
て
い
る
。
ウ
正
規
職
員
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
（
地
区
担
当
員
）
は
11
人

で
あ
る
。
１
人
当
た
り
の
担
当
数
は

126
世
帯
（
国
基
準
は
80
世
帯
）
で
あ

り
、
26
市
中
で
は
高
い
数
値
で
あ
る
。

を
基
に
、
地
域
安
全
課
及
び
公
共
施

設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
業
部
会
で
協

議
・
検
討
す
る
。

❸
観
光
客
誘
致
と
ま
ち
お
こ
し
の

た
め
、
顔
出
し
パ
ネ
ル
を
市
内
の
ポ

イ
ン
ト
に
設
置
し
な
い
か
。

市
民
部
長　

観
光
ま
ち
お
こ
し
協

会
主
催
の
お
月
見
の
つ
ど
い
に
て
、

か
ぐ
や
と
殿
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
が
設

置
さ
れ
た
。
検
証
の
後
、
他
の
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
展
開
が
で
き
る
か
ど
う

か
、
観
光
ま
ち
お
こ
し
協
会
と
協

議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
薬
物
乱
用
防
止
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
質
問
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
身
を
守
る
の
は
自
ら
の

防
災
知
識
と
行
政
の
適
切
な
情
報

で
す

市
独
自
の
不
妊
治
療
を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

定
数
確
保
に
向
け
て

１
世
帯
当
た
り
の
年
間

生
活
保
護
費
は
約
240
万
円
へ

小
金
井
市
の
震
災
対
応
と

市
内
施
設
利
用
に
つ
い
て

防
災
都
市
の
実
現
に
向
け
て

お
月
見
の
つ
ど
い
に
登
場
し
た
観
光
ま
ち
お
こ
し

協
会
作
成
の
「
か
ぐ
や
と
殿
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
」
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